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平成２９年３月 

 本市では、高齢者の方が住み慣れた地域で安心して暮らしていただくことができるよう、「堺市

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」を策定し、取組みを推進しているところです。 

このたび、高齢者の方の生活状況や保健・福祉に関するニーズを把握し、今後の高齢者保健福祉

行政のより一層の計画的かつ効果的な推進と、次期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定の

基礎資料とするため、アンケート調査を実施しました。 

 

Ⅰ．調査の概要  

１．調査の種類と回答者 

調査の種類 対象者 調査件数 

一般高齢者調査・ 

要支援者調査 

（介護予防・日常生活圏域

ニーズ調査） 

平成 28 年 10 月末日現在で下記のいずれかに該当する方 

①要介護等認定を受けていない 65歳以上の方 

②要支援認定（要支援１、２）を受けている 65 歳以上の方 

※一般高齢者と要支援者で調査票を分けています。 

10,500 件 

要介護者調査 

平成 28 年 10 月末日現在で要介護認定（要介護１～５）

を受けている在宅の 65歳以上の方 

※介護保険サービス利用者と未利用者（平成 28 年 8 月の実績）で調

査票を分けています。 

3,500 件 

介護事業者調査 
平成 28 年 10 月末日現在で、堺市の指定を受けた介護保

険事業所を市内に保有している法人 
844 件 

２．調査期間  平成 28 年 12 月 16 日～平成 29 年 1 月 24 日 

３．回収状況 

  配布数 有効回収数 有効回収率 

一般高齢者調査・ 

要支援者調査 

一般高齢者 9,611 通 7,009 通 72.9％ 

要支援者 889 通 624 通 70.2％ 

要介護者調査 

介護保険 
サービス利用者 

2,839 通 1,453 通 51.2％ 

介護保険 
サービス未利用者 

661 通 322 通 48.7％ 

介護事業者調査 844 通 471 通 55.8％ 
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Ⅱ．調査結果の概要  

１．在宅生活について  

〔将来暮らしたい住宅（一般高齢者調査・要支援者調査）〕 

「現在の住宅のまま住み続けたい」が 71.5％となっており、多数が現在の住宅で住み続けること

を望んでいます。 

 

 

〔介護に対する意向（一般高齢者調査・要支援者調査、要介護者調査）〕 

「なるべく家族のみで、自宅で介護を受けたい」、「介護保険サービスや保健福祉サービスを使い

ながら自宅で介護を受けたい」を合わせた在宅での介護生活を希望する人がいずれも約半数となっ

ています。 

 

  

現在の住宅に住み続けたい
近隣でなくても要介護認定者向けの介護保険施設に入所したい
近隣の住み慣れた地域で、比較的小規模な施設などに入所したい
軽費・養護老人ホームなど、低所得者向けの施設に入所したい
高齢者に配慮された有料老人ホームやサービス付き住宅に住みたい
その他
無回答

一般高齢者
・要支援者
（n=7633）

71.5% 3.3% 3.5% 9.5% 4.9%

2.7%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

なるべく家族のみで、自宅で介護を受けたい
介護保険・保健福祉サービスを使いながら自宅で介護を受けたい
介護保険サービスの付いた高齢者向けの住宅などで介護を受けたい
特別養護老人ホームや介護老人保健施設などで介護を受けたい
比較的小規模、認知症の人向けの施設などで介護を受けたい
その他
わからない
無回答

一般高齢者
・要支援者
（n=7633）

要介護者
（n=1775）

17.9%

14.0%

34.0%

35.3%

11.0%

5.8%

9.9%

10.3%

4.6%

5.3%

12.7%

11.7%

9.0%

14.6%

0.9%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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〔人生の最期を迎えたい場所（一般高齢者調査・要支援者調査、要介護者調査）〕 

いずれも「自宅」が半数近くを占めている一方で、「わからない」が２割超となっています。「病

院」は一般高齢者・要支援者が 18.4％となっているのに対して、要介護者は 12.5％とやや低くな

っています。 

 

 

 

２．住み慣れた地域で暮らし続けることについて  

〔自宅や住み慣れた地域で暮らし続けるために必要なこと 

（一般高齢者調査・要支援者調査、要介護者調査）〕 

いずれも「気軽に相談できるか

かりつけ医を持つこと」、「入院

しても、退院後すぐに介護サー

ビスを受けられること」、「普段

介護している人が介護できない

時等に利用できる介護サービ

ス」、「２４時間対応してもらえ

る訪問介護サービス」が上位と

なっています。 

  

自宅 病院 介護施設 その他 わからない 無回答

一般高齢者
・要支援者
（n=7633）

要介護者
（n=1775）

47.3%

46.1%

18.4%

12.5%

3.5%

6.0%

1.2%

0.9%

23.7%

23.0%

5.9%

11.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般高齢者 ・要支援者　(n=7633)
要介護者　(n=1775)

地域の人々の見守りや助け合い

ボランティアやＮＰＯなどによるさまざまな生活の支援

生きがいづくりや地域貢献のための社会参加の機会

その他

無回答

自分の将来について、家族などと話し合っておくこと

体の状態に合わせた住宅への改修

介護予防のための教室（筋トレーニング・転倒予防・認知症予防）

高齢者に配慮された多様な住まいや施設

気軽に相談できるかかりつけ医を持つこと

入院しても、退院後すぐに介護サービスを受けられること

普段介護している人が介護できない時等に利用できる介護サービス

２４時間対応してもらえる訪問介護サービス

何でも相談できる高齢者の相談窓口

日頃から健康づくりや生活習慣病予防に取り組むこと

61.3%

47.1%

46.7%

35.8%

34.9%

34.3%

33.3%

22.1%

21.9%

20.3%

18.3%

10.7%

10.1%

1.1%

12.8%

60.2%

51.0%

45.5%

32.5%

28.3%

22.6%

29.0%

20.0%

21.6%

20.5%

20.5%

8.6%

10.3%

2.5%

11.5%

0% 20% 40% 60% 80%
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３．地域での活動について  

〔各種グループ・サークル等への参加頻度（一般高齢者調査・要支援者調査）〕 

「趣味関係のグループ」への参加が３割弱、「スポーツ関係のグループやクラブ」は２割、「学習・

教養サークル」「ボランティアのグループ」は１割となっています。 

 

〔健康づくり活動や趣味等のグループ活動による地域づくりへの参加意向 

（一般高齢者調査・要支援者調査）〕 

「是非参加したい」「参加してもよい」をあわせた約６割の人が参加意向を示しています。 

 

〔健康づくり活動や趣味等のグループ活動による地域づくりの企画・運営への参加意向 

（一般高齢者調査・要支援者調査）〕 

「是非参加したい」「参加してもよい」をあわせた約３割の人が参加意向を示しています。  

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回
参加していない 無回答

11.7

21.1

28.3

10.5

参加計

① ボランティアの
　　グループ
　　　（n=7633）

② ｽﾎﾟｰﾂ関係の
　　ｸﾞﾙｰﾌﾟやｸﾗﾌﾞ
　　　（n=7633）

③ 趣味関係の
　　グループ
　　　（n=7633）

④ 学習・教養
　　サークル
　　　（n=7633）

1.0%

3.7%

2.1%

0.5%

1.8%

6.6%

4.8%

1.2%

1.3%

4.3%

5.5%

1.9%

4.0%

4.2%

11.4%

3.9%

3.6%

2.3%

4.5%

3.0%

56.8%

50.8%

46.1%

55.5%

31.6%

28.0%

25.5%

34.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

一般高齢者
・要支援者
（n=7633）

2.7% 31.6% 57.8% 7.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答

一般高齢者
・要支援者
（n=7633）

9.2% 50.9% 32.8% 7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４．認知症について  

〔認知症になったら不安に思うこと（一般高齢者調査・要支援者調査）〕 

「精神的に疲れる」「火の不始末や徘徊（はいかい）などの行動が心配」「治療や介護にお金がか

かる」など精神的・経済的な不安が上位となっていますが、「どのような介護サービスを受けられ

るのかわからない。」、「どの医者（診療科）を受診すればいいかわからない」「どこへ相談すればい

いのかわからない」「介護の仕方がわからない」など受診や相談先などの情報に関する不安も高く

なっています。 

  

n=7633

自由な時間がもてなくなる、
外出できなくなる

どこへ相談すればいいのか
わからない

介護の仕方がわからない

家庭内（家族関係）が
うまくいかなくなる

身近に介護できる人がいない

その他

わからない

不安はない

無回答

精神的に疲れる

火の不始末や徘徊（はいかい）
などの行動が心配

どのような介護サービスを
受けられるのかわからない

治療や介護にお金がかかる

どの医者（診療科）を
受診すればいいかわからない

51.2%

49.7%

46.3%

45.3%

37.0%

36.5%

36.2%

31.3%

18.9%

16.0%

1.9%

4.9%

3.3%

5.9%

0% 20% 40% 60%
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〔取り組んでほしいこと（一般高齢者調査・要支援者調査）〕 

「早期診断する仕組みづくり」「専門相談や情報提供窓口の設置」「入所施設の充実（特別養護老

人ホームなど）」「在宅サービスの充実（ホームヘルパーやデイサービスなど）」「認知症に詳しいケ

アマネジャーやヘルパーなどの養成」などが求められています。 

 

n=7633

その他

無回答

地域で見守る体制の整備

認知症の人やその家族、
支援者が集える交流会

パンフレットの作成や
市民向け講演会などの啓発活動

グループホームなどの充実

財産の管理などを支援する
サービスの充実

早期診断する仕組みづくり

専門相談や情報提供窓口の設置

入所施設の充実（特別養護老人ホーム
など）

在宅サービスの充実（ホームヘルパー
やデイサービスなど）

認知症に詳しいケアマネジャーや
ヘルパーなどの養成

認知症予防の教室や体操の普及

48.0%

39.9%

37.3%

35.7%

30.7%

27.9%

25.5%

17.4%

15.7%

13.9%

6.9%

2.1%

12.3%

0% 20% 40% 60%
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〔認知症や認知症の人に対する考え（一般高齢者調査・要支援者調査）〕 

「認知症になったら、居宅

介護を受けながら自宅での

生活を続けたい」「自分が認

知症になったら、病院や施

設に入所させてほしい」が

いずれも約半数となってい

ます。また、「認知症になっ

ても、その人の意思はでき

る限り尊重されるべきだ」

が上位でありながら、「認知

症の人に、どのように接し

たらよいのかわからない」

も約４割みられます。 

 

 

 

５．介護者について  

〔介護者の休息（レスパイト）に対する理解 

（一般高齢者調査・要支援者調査、要介護者調査）〕 

「休息は必要なことであり、それに対する支援も必要だと思う」が一般高齢者・要支援者は 66.1％

であるのに対し、要介護者を介護している人は 49.9％と低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n=7633

認知症の人とは、関わりたくない

その他

無回答

認知症になったら、居宅介護を受けながら
自宅での生活を続けたい

認知症になっても、その人の意思は
できる限り尊重されるべきだ

自分が認知症になったら、
病院や施設に入所させてほしい

認知症の人に、どのように接したらよいのか
わからない

自分が認知症になったら、
近所の人にはあまり知られたくない

身近に認知症の人がいたら、
お世話をしてあげたい

52.8%

52.7%

45.1%

39.1%

17.5%

10.6%

2.7%

2.0%

6.5%

0% 20% 40% 60%

休息は必要なことであり、それに対する支援も必要だと思う
どちらかと言うと休息は必要だと思う
家族などが介護することは仕方のないことだと思う
休息の必要性は感じられない
その他
無回答

一般高齢者・
要支援者
（n=7633）

要介護者を
介護している人

（n=1483）

66.1%

49.9%

15.2%

15.9%

5.2%

11.5%

0.4%

1.2%

1.1%

1.6%

11.9%

19.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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〔介護者の介護疲れやストレスケアについて 

（一般高齢者調査・要支援者調査、要介護者調査）〕 

いずれも「周りの人の理解や協力」、「ショートステイなどの介護保険サービスの活用」「介護生活

に必要な情報の提供」が上位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堺市高齢者等実態調査報告書（概要版） 

 

平成２9 年３月 発行 

編集・発行  堺市 健康福祉局 長寿社会部 高齢施策推進課※ TEL：072(228)8347 

 〒590-0078 堺市堺区南瓦町３番１号 

 ※平成 29 年 4 月から課名が「長寿支援課」に変わります。 

 

  堺市行政資料番号 １－Ｆ４－１６－０３３５   

一般高齢者・要支援者　(n=7633)
要介護者を介護している人　(n=1483)

ボランティアによる手助け

介護者が息抜きできるイベント

介護に必要な技術を習得する機会

その他

無回答

周りの人の理解や協力

ショートステイなどの介護保険サービスの活用

介護者同士が気兼ねなく話し合いや相談をする場

介護生活に必要な情報の提供

専門職員による相談窓口

56.3%

50.5%

26.1%

25.7%

23.3%

19.0%

12.5%

10.1%

1.4%

10.5%

51.7%

43.6%

11.5%

22.7%

17.2%

9.2%

7.7%

7.2%

3.4%

18.2%

0% 20% 40% 60%


